
様式１
イノベーション創出に資する次世代研究者
エンパワメントプログラム申請書
令和　　年　　月　　日

　私は、申請資格を確認の上、令和６年度 イノベーション創出に資する次世代研究者エンパワメントプログラムに申請します。
1 基本情報（令和６年４月１日時点（予定）で記入のこと）
	氏名 (ふりがな)
	

	
	

	生年月日
	　年　月　日生（　歳）

	住所
	〒


	連絡先
	TEL:

	
	E-mail:

	学籍番号
	令和５年10月入学者のみ記入してください。

	学年
	

	所属
	　　研究科　　専攻
所属する講座、分野、コース等がある場合は追記してください。

	課程
	☐博士後期課程（３年制）　☐博士課程（４年制）

	指導教員
	
☐本プログラム申請について指導教員の了承を得ている。

	学歴
	学部卒業以降の学歴を記載してください。

	特記事項
	既に受給している、受給することが決定している、又は申請中の奨学金等がある場合はその内容について、出産・育児等のライフイベント等により休学するなど学業を中断する予定がある場合はその期間について、記載してください。


注：斜体の文章は、記載にあたっての留意事項等です。提出時には削除してください。
2 今後の抱負と将来展望　(学位取得への意欲と取得後のキャリアを見据えた抱負・将来展望) 
	研究課題名
	

	※留意事項：
1 この項目では、博士学位取得に対する意欲と学位取得後のキャリアを見据えた将来に向けての抱負・展望について記載してください。
2 専門外の者にも理解しやすいよう、できるだけ平易な文章（研究者でない、一般市民にも理解できるような文章）としてください。
3 11ポイント以上の大きさの文字等を使用してください。
4 【学位取得への意欲】、【将来展望】のような小見出しをつけたり、箇条書きにしたりするなど、わかりやすく記入してください。
5 「３　研究活動等」と併せて１ページ以内の記載としてください。
6 本留意事項（斜体の文章）は、提出時に削除してください。



3 研究活動等（専門分野と研究内容、目的と意義、今後の計画）
	1 この項目では、自身の専門分野と研究内容、その研究に取り組む目的と意義、今後の計画について記載してください。
2 専門外の者にも理解しやすいよう、できるだけ平易な文章（研究者でない、一般市民にも理解できるような文章）としてください。
3 11ポイント以上の大きさの文字等を使用してください。
4 【研究内容】、【今後の計画】のような小見出しをつけたり、箇条書きにしたりするなど、わかりやすく記入してください。
5 「２　今後の抱負と将来展望」と併せて１ページ以内の記載としてください。
6 本留意事項（斜体の文章）は、提出時に削除してください。



4 社会課題等との関連性（社会課題、国際問題等との関連性）
	※留意事項：
1 この項目では、将来顕在化するものも含めた社会課題や国際問題等に対し、自身の研究がその解決にいかにして貢献できる可能性があるかについて記載してください。社会課題や国際問題の設定については、名古屋市総合計画や名古屋市ＳＤＧｓ未来都市計画を参考としてください。
2 専門外の者にも理解しやすいよう、できるだけ平易な文章（研究者でない、一般市民にも理解できるような文章）としてください。
3 11ポイント以上の大きさの文字等を使用してください。
4 「５	業績リスト」と併せて１ページ以内の記載としてください。
5 本留意事項（斜体の文章）は、提出時に削除してください。



5 これまでの研究活動・実績
	※留意事項：
1 この項目では、論文、学会発表の業績や受賞歴、特筆すべき活動など、自分自身の研究者としてのアピールポイントについて自由に記載してください。
2 論文業績については、査読の有無、著者名（申請者に下線）、題名、雑誌名、巻号、ページ、発行年を記載してください。
3 学会発表については、口頭/ポスターの別、著者名（申請者に下線）、題名、学会名、開催場所・年・月を記載してください。
4 11ポイント以上の大きさの文字等を使用してください。
5 「４　社会課題等との関連性」と併せて１ページ以内の記載としてください。
6 本留意事項（斜体の文章）は、提出時に削除してください。




